



Chaucer's Legend of Good Women I-II

















































































































































































1.テクストはGlobe Chaucer, ed. Alfred W. Pollard, 1898に拠る.





3. GowerのTisbeeに就いてはConfessto AmantisのLiber III, 1331行-1502行参周.拙論
「PyramusとThisbeの話」に対するChaucerとGowerの取扱いの相違(「長崎大学教養部紀要」,
人文科学,第5巻, 1965, 1真一15頁)参照.
4. Gower比較参照.
1334-1339 「数多の家来を抱えた殿原がこの町の此所彼所に居を構えていたのですが,この殿原に交っ
て一際止事無く権勢並ぶ物無き殿が一つ通に軒を並べて御二人おったのです」
5. Gowerではこれに対応する行(1331行)は極めて簡単で「私が読んだ本の話を致しましょう」
となっているに過ぎない.
6. Gower比較参照.
1351-1356 「キューピッドが二人の事を御膳立したのでこの二人は愛の神の手を遁れる事叶わず.キュ
ーピッドは恋の矢を二人に射た訳ではなかったのですが両人の心を乱し若人ならば過れる能わざる愛の按
を守らせよう企でした」
7. Gowerの場合(1370行-1371行)は「そこでこの両人二人を隔てる寮に穴を開けた」になって
いる. I
8. Gower比較参照.
1378-1381 「夜分二人は人知れず密に町外から抜出して,湧水が一本の木の下にある所へ行く様話が決
まったのです」
9. Gower比較参照.
1392-1393 「ティスベは獅子が獲物欲しさに野原-遭って来る様を見た」
1401-1403 「獅子は欲しい物を屠り腹が張った処で冷い水を泉-飲みに遣って来た」
10. Gower比較参照.
チョオーサ「善女列伝」 I-II
1413 「ティスベは薮に身を潜めたじろぎもせず小さくなっていました」
ll. Gower比較参照.
1431-1433 「私がこの阿鼻叫喚の本故,私が死ぬるが道理.其方は私故に身を亡ぼしたに依って」
12.これに対応するGowerの行欠.
13. Gower比較参照.
35
462-1478 「ヴィーナスと仰る愛の女神様,それに恋する二人に道を御示し下すったその御子,キュー
ビツド, 『愛』を司る御二人の神に申上げたき儀がありまする.妾の愛しきお方と妾の問に丈不仕合があ
ると言うに就いては神様方が盲になって事の是非が分らずなって在すと思う外は御座りませぬ.此所には
れ,こうして血を流して御座るピュラモス殿は何故かかる御最後を遂ぐる事があったのか.殿は神様方の
御意を休し善う御仕え申しておったに.刺-うら若うて在したものを.若い事は妾とて同し事.然れば何
故斯様な為され方をし給うか?我等二人は胸に恋の火を付けられたに依って恋焦るる身とはなったに.
然るをかかる憂目を見るとは如何にも解せぬ事.それもこれも今となっては詮無い事.いと若く面白かる
べき我等の春も悦に回り合う事なく終ったに依って何を以てしても購う術もないわ」
14. Gower比較参照.
1446-1447 「この男早春込をしたが運の尽,吾と我身を危める事とはなったのです」
(昭和45年9月50日受泡)
